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１ まえがき  
アパレル店舗における店頭作業の大半は物

流関連業務であるといえる。本研究では当該業

務を店頭ロジスティクスと定義し,アパレルの

生産拠点である縫製工場から店舗納品に至る

一連の流れについて課題を整理し,改善の方向

性を示すこととする。 

小売店舗に納品された商品は,売場に並び消

費者に販売されるが,さまざまな物流に関連す

る業務が発生する。納品された商品は一般的に,

バックヤードにいったん保管される。その後,

必要に応じて商品を取り出し,売場補充用の小

さな台車に移し替えするが,その際,スムーズ

に補充できるようにカテゴリー別に商品を仕

分けしておく。また,補充された商品は消費者

に販売されて在庫量が減っていくが,その際,

発注の前段階として,売場とバックヤードの在

庫をチェックし,足りない商品を発注する。こ

のように,店頭作業の大半は物流関連業務だが,

こうした一連のモノの動きに関する行為をす

べてロジスティクスの視点から管理し,効率化

を目指すのが店頭ロジスティクスである。 

以上を踏まえ,本研究ではアパレル企業の店

舗調査,物流関係者へのヒアリングを行った。 

 

２アパレル店舗レイアウトの効率化 

近年のアパレル小売店舗では,店頭在庫の適

正,売場面積の拡大とバックヤードの最小化,

国内外の物流センターの戦略的な活用を念頭

において,各企業が店頭納品の効率化を推進し

ている。 

店頭在庫,あるいはバックヤードを根拠なく

拡大すると都市部の高額な家賃などが大きな

負担となる。さらにいえば店頭に商品を陳列で

きず,バックヤードに積み重ねておくと,紛失

のリスク,作業量の増大などの負荷がかかるこ

とになる。そのため,近年はバックヤードを可

能な限り小さくすることで店舗効率を向上さ

せる傾向が見られる。 

ただし,その影響は物流センターのオペレー

ションにも及ぶことになる。 

そこで本研究ではまず,アパレル物流の効率

化並びに高度化の視点から小売店舗のレイア

ウトについて検討する。なお,店舗レイアウト

には店外と店内の双方の視点からの分析が必

要である。 

店外レイアウトは店を効果的に演出して顧

客を引き付け,購買活動を促進するために重

要な役割を演じる。買い物客などが遠くから

その店を見ても,何の店か分かるように,その

店がイメージできるように設計されていると

効果的である。 

店内のレイアウトは店舗の広さや地域,業

種などによって異なるが客がストレスを感じ

ることなく商品を購入しやすいと感じるレイ

アウトが望まれる。人間工学の立場から商品

を見やすく感じる照明や商品陣列,天井の高

さなどへ配慮が必要となってくる。 

混雑の時の様子に関しては,混雑の時には

充分な通路確保が出来ないため,混雑の時を

想定して作られているのかをチェックした。 

これは店員の在庫補充や客の商品探しに関

わってくるためチェックをしたのである。 

在庫不足や欠品をチェックし,その商品の

在庫補充にどのくらい時間がかかるかを調べ

る。また,スムーズに補充されているのかも確

認する。 

最後に店舗全体のレイアウトをみて,店員

にとって働きやすい動線なのか,客にとって

は商品が探しやすく,見やすくなっているの

かを確認した。 
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以上のチェック項目により SPA(アパレル

製造小売業),ファストファッションの企業店

舗について店舗分析を行った[1])[2]。次章では

調査を行った各店舗の状況を分析,考察する。 

 

 

３ 店頭ロジスティクス視点からの 

店舗分析（A社 新宿店,銀座店） 
モノの流れに必要な標準寸法は充分に確保

している。ただし,陣列台の幅はある程度は統

一させる必要があり,新宿店の場合は混雑し

すぎて,充分確保されたと思われる通路も通

りにくくなったため,改善が必要とされる。 

新宿店ではストックルーム（バックヤード）

がやや広い横長の長方形,銀座店は各フロア

にストックルームが 3つもある。しかも,売場

に陣列されている商品も多いという結果が見

られた。また当該店舗の横長の長方形のスト

ックルームでは労働効率や運搬距離が長くな

り,補充に時間がかかる。今後の出店に際して

は,より店頭の動線を意識した店づくりをす

る必要がある。また,売場陳列棚の高所まで在

庫がストックされているが,これは店舗効率

を向上させるため,近年の都市部店舗に見ら

れる大きな傾向でもある。 

搬入口,駐車場,エレベータの問題に関して

も４tトラックによる搬入が難しく,納品を路

上停車のうえ行わなければならない環境にあ

るなど,課題が多い。搬入駐車場には十分な広

さがあること,搬入口は段差がなくエレベータ

から近いこと,運搬用のエレベータがちゃんと

あってドアの幅も広いこと,運搬用のエレベー

タはなるべくストックルームから近いことな

ど,さまざまな要因を考えなければならない。 
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図１ 搬入口と駐車場,エレベータの位置 

図１は A社新宿店の店舗レイアウトの一部

で搬入口と駐車場,エレベータの位置を示し

たものである。4tトラックで納品しようにも,

駐車場まで入ることができない。しかも,駐車

場からエレベータの間には段差があり,重量

物を台車やかご車で運ぶ大きな障壁となって

いる。また,ストックルームの形が横長の長方

形であり,エレベータ奥に位置されているた

め,ストックルームに商品を整理しようとし

ても,運搬距離が長くなり,時間がかかる。 

さらにいえば高頻度出荷商品が地下や３,

４階に置かれているが,そのため納品や補充

に時間かかってしまう。高頻度出荷商品は 1

階などの補充しやすいスペースを確保するべ

きである。 

 

４ 店頭ロジスティクス視点からの 

店舗分析(B社 西葛西店,高田馬場店） 
モノの流れに必要な標準寸法は充分に確保

している。陣列台も 統一されていて,商品が

取りやすい。 ただし,売り場によっては副通

路で狭いところが見られるため,動線のさら

なる工夫も必要である。 

西葛西,高田馬場の両店とも店内のストッ

ク量はやや多めであり,見づらいところもあ

る。陳列商品を増やしているということはス

トックルーム不足など,バックヤードに課題

を抱えているからとも考えられる。 

ストックルームの形状は両店とも問題なか

ったが,西葛西店の場合その位置が搬入口か

ら遠いため,運搬に時間がかかるというデメ

リットが見られた。そのためリードタイムが

長くなる。 

高田馬場店のストックルームは搬入口から

近かったが,運搬用のエレベータがないため,

労働効率は落ち,運搬時間は長くなる。 

 
図 2 B社の西葛西店（区画化） 

アイテム別にスペースが四角に区画化され

ていて店員の視点から見ると動きやすい動線
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づくりとされている。区画化されていると無

駄な動きは無くなるため,労働効率は上がり,

時間の短縮もできる。買物客の動線の無駄な

く,商品が探しやすくなっている。B社では店

舗巡回員が毎朝作業の順番,区画別に補充す

る位置,時間まで決まって指示されるため,こ

ういった動線づくりとともに効率性の高い仕

組みとなっている。また,補充する際にはより

効率を高めるために店内外で台車や脚立を使

い,商品を運搬し陣列している。 

 

５ 店頭ロジスティクス視点からの店舗

調査（C社 新宿店） 
C 社は中国からの段ボール物流スキームで

いわゆるドロップシップ（直送方式）である。

基本的な物流スキームは次のようになる。 

中国内陸の縫製工場で梱包,以後無検品で,

中国大連港（新宿店舗への納品：５t コンテ

ナ１個分相当の段ボール）⇒国内港湾からト

ラック発⇒翌朝に新宿着(店舗で荷卸し)⇒営

業所（週末東京：ドライバー休息期間）⇒週

明けに関東近郊の工場などから精密部品を帰

り荷として国内港湾を経由して中国港湾に向

けて出荷 

ドロップシップ方式で物流を行っているた

め国内に物流センターを持たず,その分物流

費用を抑えられる。なお,ハンガーではなく段

ボールで運んでいるため積載量はハンガーに

比べ 4倍多い。しかし段ボールの場合掛け替

えが必要になるためハンガー物流より労力と

時間がかかるというデメリットがある。実際

店舗調査の結果 1フロア当たり 4-5名のスタ

ッフが常に品出しなどの店頭ロジスティクス

に係る作業を行っている。物流センター業務

を省くモデルではあるが店頭ロジスティクス

については課題を抱えている。 

店舗調査の結果,C 社新宿店はモノの流れ

に必要な標準寸法は充分に確保している。た

だし,C 社は物流センターやバックヤードを

持たないため,店内は常に商品で溢れている。

什器などのレイアウトを変えることによって

通路幅確保や補充作業の動線を効率よく再構

築できると考えられる。それにより買物客は

商品が探しやすくなり,店員はスムーズに店

内の作業ができる。 

他方,ストックルームの面積が狭いため店

内の在庫が全体的に多かった。ハンガーラッ

クには衣服がぎゅうぎゅう詰め状態で,壁面

はハンガーが 2段構成になっている。商品が

探しにくい,段ボールが見える場所に散らか

っていた。エスカレータの横やレジの後ろな

ど少しのスペースがあればストックルームに

保管できなかった段ボールを積み,布などで

隠している。 

なお,積極的な接客は行われていない。その

代りほとんどのスタッフが物流業務に取り込

んでいる。各フロアに 4-5名のスタッフが常

に品出しなど物流業務をしている。C 社の店

内の什器はほとんどがハンガーラックと陣列

台だった。これは店内の物流作業を考慮して

の什器配置と思われる。さまざまな什器があ

ると管理も難しく,什器によって品出しの仕

方や畳み方など作業が複雑になるため陣列台

とハンガーラックという２パターンで陣列さ

れている。さらにハンガーラックと陣列台の

割合が 9:1でハンガーラックの方が圧倒的に

多かった。このことから考えられるのは陣列

台に陣列するよりハンガーラックにかけた方

が品出ししやすいと思われる。 

なお,C 社の新宿店も 4t トラックが駐車場

まで入ることができず,道路で車を止めて納

品作業をしている。荷物は正面入り口から搬

入している。駐車場以外に道路から一番近い

搬入口は正面よりは少し狭く段差があり,使

っていない。そのため荷卸しの運搬距離は駐

車場を利用することより 100メールほど長く

なる。 

 

６ 店頭ロジスティクス視点からの店舗

調査（D社（新宿店） 
D 社は海外には物流センターを持たず,スペ

イン国内に巨大な物流センターを作り,一括

で商品を管理し,週 2 回世界の店舗へ空輸で

発送している。なお,物流センターを持たない

ため,適時に適量の商品を供給する必要があ

る。そのため精度の高い物流システムを構築

した。店頭で欠品を防ぎ,品揃えの鮮度を常時

演出するため,世界中の店舗に週 2回,必ず新

商品が届くようにしている。 

 店舗調査の結果 D社新宿店はモノの流れに

必要な標準寸法は充分に確保している。しか

し,狭い副通路が数ヶ所あった。店内に陣列さ

れている量は適量で見やすくなっている。ア

イテムごとに必要な数量だけを出していて,
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商品も探しやすい。精度の高い物流システム

を構築したため,必要な分だけの在庫を抱え

ている。 

 新宿店は店の形が横長い長方形のため,店

頭ロジスティクスについては品出しの時の運

搬距離が比較的,長いことがわかった。ストッ

クルームは 1階と 4階にあり貨物用のエレベ

ータがない。客用のエレベータを使っている

が営業時間には使えず,階段を利用している。

そのため品出しに時間がかかる。 

店専用の駐車場がなく,店の裏側に搬入口は

あるが,道路が狭く,軽自動車 2台がやっとす

れ違うほどの幅であった。後方に車が来ると

移動を余儀なくされるため,荷卸しに時間が

かかる。 

 

７ 考察 
 SPA 並びにファストファッション首都圏の

大型店舗を中心に調査を行ったところ,以下

の店頭ロジスティクスに関する共通の課題が

あることが明らかになった。 

①納品にあたっての駐車場,搬入口の大きさ

が不十分で 4t トラックでの納品が困難であ

る 

②バックヤードのスペースを十分に確保せず,

店頭陳列と商品在庫を店内に混在させる傾向

が強い 

③ハンガーラックをはじめ,什器の取扱い方

針がはっきりしない 

④納品の動線に合理的な根拠が定められてい

ない 

 納品の動線と店頭在庫の保管についての方

針が確立されていないためにこうした課題が

発生していると考えられる。 

 ただし,こうしたアパレル店舗における店

頭ロジスティクスの課題を解消するためには,

個々の店舗の現状の把握に加え,次章で考察

するように生産拠点から店舗納品に至る物流

スキーム全体の分析が必要になってくると考

えられる。 

 

８ まとめ 
本研究ではまず,店頭ロジスティクスの視

点から,SPA,並びにファストファッションの

首都圏の主要店舗における店舗レイアウト,

納品動線を調査し,分析,考察を行った。その

結果,店舗への納品の動線は決して円滑化さ

れておらず,店舗業務において大きな負荷を

与えていることが明らかになった。また,店舗

レイアウトの分析から店頭在庫と補充用の商

品在庫が混在しているケースが多く見られる

ことがわかった。これはバックヤードを設置

することで店舗の売り場面積が減少し,販売

機会が減少することを危惧してのことと考え

られる。 

 ハンガー納品はドロップシップ方式とは相

性が悪いが,リードタイム,コスト,店舗効率

に課題を抱えるものの,荷役効率が向上する

という利点があることがわかった。この利点

をいかに評価していくかということが今後の

課題と考えられる。 
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